


I　 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分か りやすく記入のこと)

　 近視患者の増加に伴い、眼科用バイオマテ リアルに対する需要は急速に高まってい

る。なかでもソフ トコンタク トレンズ(SCL)の 利用者は先進国で全人口の1296に も

及ぶ。シリコーンハイ ドロジェルは通常の含水ハイ ドロジェルの3倍 か ら10倍 の酸

素供給が可能であることか ら、昼夜を問わない連続装用を可能にしたが、涙液中のタ

ンパク質や脂質の吸着、角膜細胞との親和性などの問題を有する。 レンズ表面への生

体高分子吸着の抑制、水濡れ性の向上、摩擦低減が課題であった。そこで細胞膜構造

を模倣 した生体親和性モノマー ：2-メタクリロイルオキシエチルホスホ リルコ リン

(MPC)に 着目 し、MPCポ リマーハイ ドロジェルによるSCL材 料 と、シリコーン表面

にMPCグ ラフ ト層を形成 させたSCL材 料の創製という2つ の手法で上記の課題を解

決を図った。

　前者では、MPC類 似構造 を有する新規 リン脂質架橋剤 ：2-(メタク リロイルオキシ)

エチル[Nｰ(2-メタク リロイルオキシ)エチル]ホスホ リルコリン(MMPC)を 用 いることに

より、ゲル含水寧を角膜と同程度にまで抑制することができた。引張強度は従来の架

橋剤を用いた同含水率のMPCゲ ルより25096高 めることができた。このMPCハ イ ド

ロジェルのタンパク質吸着量は市販SCL群 の4-40％ 、酸素透過性はおよそ3倍 の

値を示すことがわかり、新規SCL材 料 として有用であると結論できた。クレイを用

いたナノコンポジッ トハイ ドロゲルを作製することによ り、今後さらに力学特性 を向

上させることができると思われる。

　後者では、紫外線を用いてMPCを 表面にグラフ ト重合させ ることによ り、シ リコ

ー ンエラス トマーであるPDMSの 酸素透過性 ・力学特性に影響を与えることな く、水

濡れ性、耐汚れ性の欠点を大幅に改善することが可能となった。また、Poly(MPC)グ

ラフ ト層の厚さは、UV照 射時間によって制御できることが解 った(図1)。 原子間

力顕微鏡による表面観察では、UV照 射によりグラフ ト鎖のラフネスが増大すること

がわかった(図2)。 さらに、フォ トマスクを使用することにより、グラフ ト層のマ

イクロパターニングが行えることが判明 した(図3)。 これはバイオチ ップの加工技

術としても有用であると考えられることか ら、このMPCに よるPDMSの 表面修飾法

は眼科材料以外のバイオマテ リアルとしての応用にも期待される。



図1.UV照 射時間とPoly(MPC)グ ラフ ト層厚さおよび静的水接触角の関係。UV照

射により、グラフ ト層が厚 くなると同時に、表面親水性が向上 した。

図2.原 子間 力顕徴 饒 によ るPoly(MPC)グ ラフ ト層の表面観察 。表面改質前 のPDMS(a)

、UV照 射 １min後(b)、UV照 射10min後(c)。 過度 のUV照 射 によ りグラ フ ト鎖のラフ

ネ スが増 大 した。

図3.位 相差 顕微 鏡 によ るPoly(MPC)グ ラフ ト層の パター ニング表面の観察 。フォ ト

マ スク と合 同な一 辺50-500μmの 正方形状の グ ラフ ト層 が作製 できた。










